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講 義 要 項 

授業科目 病態学Ⅲ（消化器系） 担当者 谷口 鎌一郎 

区

分 

単位数 時間数 授 業 形 態 履修年次・前/後 

1 単位 10(30)時間 講義・演習・DVD・その他 2 年次・前期 

授

業

目

標 

１．消化器系の疾病の病態と検査・治療について理解する。 

授 

業 

内 

容 

１．消化器系の病態の理解 

 １)食道がん 

 ２)胃・十二指腸潰瘍 

 ３)胃がん 

 ４)ヘルニア 

 ５)イレウス 

 ６)大腸がん 

 ７)肝炎 

 ８)肝硬変 

 ９)肝がん 

 10)肝がん 

 11)胆石症 

 12)膵炎 

 13)すい臓がん 

14)その他の疾病 

２．検査・治療について 

参

考

文

献

等 

１．系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学(５)，消化器，医学書院． 

評

価 

１．単位修得試験 

備

考 

実務経験：医師として、豊富な実務経験をもとに授業を行う。 



29 

 

講 義 要 項 

授業科目 病態学Ⅲ（腎・泌尿器系） 担当者 徳永 公紀 

区

分 

単位数 時間数 授 業 形 態 履修年次・前/後 

1 単位 10(30)時間 講義・演習・DVD・その他 2 年次・前期 

授

業

目

標 

1.腎・泌尿器系の疾病の病態と検査・治療について理解する。 

授 

業 

内 

容 

１．腎・泌尿器の病態の理解 

 １)腎不全 

 ２)腎炎 

 ３)ネフローゼ症候群 

 ４)尿路結石 

 ５)膀胱腫瘍 

 ６)腎腫瘍 

 ７)その他の疾病 

２．検査・治療について 

参

考

文

献

等 

１．系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学(８)，腎・泌尿器，医学書院． 

評

価 

１．単位修得試験 

備

考 

実務経験：医師として、豊富な実務経験をもとに授業を行う。 
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講 義 要 項 

授業科目 病態学Ⅲ（女性生殖器系） 担当者 加藤 明彦 

区

分 

単位数 時間数 授 業 形 態 履修年次・前/後 

1 単位 10(30)時間 講義・演習・DVD・その他 2 年次・後期 

授

業

目

標 

１．女性生殖器系の疾病の病態と検査・治療について理解する。 

授 

業 

内 

容 

１．女性生殖器系の病態の理解 

 １)膣炎 

 ２)子宮がん 

 ３)子宮筋腫 

 ４)子宮内膜炎 

 ５)絨毛性疾病 

 ６)その他の疾病 

２．検査・治療について 

参

考

文

献

等 

１．系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学(９)，女性生殖器，医学書院． 

評

価 

１．単位修得試験 

備

考 

実務経験：医師として、豊富な実務経験をもとに授業を行う。 
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講 義 要 項 

授業科目 病態学Ⅲ（内分泌系、免疫系） 担当者 吉田 浩己 

区

分 

単位数 時間数 授 業 形 態 履修年次・前/後 

1 単位 8(15)時間 講義・演習・DVD・その他 2 年次・前期 

授

業

目

標 

１．内分泌・免疫系の疾病の病態と検査・治療について理解する。 

授 

業 

内 

容 

１．内分泌・免疫系の病態の理解 

 １)糖尿病 

 ２)痛風 

 ３)甲状腺機能亢進症 

 ４)甲状腺機能低下症 

 ５)副腎疾患 

 ６)全身性エリテマトーデス 

 ７)全身性硬化症 

 ８)多発性筋炎および皮膚筋炎 

 ９)シェーグレン症候群 

 10)その他の疾病 

２．検査・治療について 

参

考

文

献

等 

１．系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学(６)，内分泌 代謝，医学書院． 

評

価 

１．単位修得試験 

備

考 

実務経験：医師として、豊富な実務経験をもとに授業を行う。 
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講 義 要 項 

授業科目 病態学Ⅲ（歯科・口腔系） 担当者 横山 幸三 

区

分 

単位数 時間数 授 業 形 態 履修年次・前/後 

1 単位 7(15)時間 講義・演習・DVD・その他 2 年次・後期 

授

業

目

標 

１．歯科・口腔系の病態と検査・治療について理解する。 

授 

業 

内 

容 

１．口腔症状、顎口腔機能障害 

１）診察と診断の流れ 

２）検査 

２．治療・処置(齲蝕、歯周疾患、口腔外科、補綴)の理解 

 １）疾患の理解 

３．治療・処置(歯科矯正、小児) 

 １）疾患の理解 

参

考

文

献

等 

１．系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学(15)，歯・口腔，医学書院． 

評

価 

１．単位修得試験 

備

考 

実務経験：歯科医師として、豊富な実務経験をもとに授業を行う。 

演習問題を配布し、知識習得に努める。 


